












































































































⑤兄弟恰恰、指"1鶏締徳 (f芸文類潔・人部・友悌J/ f太平iml'覧J 8 47) 
内野説でいう鄭校本とは②の行文が相当し、集f拝本系統とは③の行文が対応す
るのしかしここに掲げたテキストの異間でも分かるように、②に示した「兄弟

















































































「養老令j の註釈 f穴記j が「公羊簿、穀梁{専不載令、興塘己殊也。








ろう Q さらに「護者令・学令j が r)憩易王弼注JIWJ書孔安関投Jr左博杜預





















論議十巻鄭玄詮 論語十巻何嬰集解 論語六巻陸善経症 論語義疏十


















在書:図録j には、 fNi命諮十巻{iJ委集f拝J、「論語義疏十巻:皐{足撰j のようにその存
在の躍かなものとあわせて、「論語六巻i壊善経詑j 、「論語研し十一巻補{ii~都撰j など
という存在の不確かな「論語控j も記されているからである。そしてまた、


























「穴記」の説は、次の三段に分かれる。(1) 1)習易詑j の問題、 (2) r論語何

















































































































( 1) r論語翼1¥玄控j については、次のように見える。
月調譲著「輯供論語鄭氏注j 私家版昭和38年









いては、拙柄引点差~釈文・ 考(拍-)東京外国語大学論集 四五 …九九
に詳しく論じた。
Ul)日本がiこ1:1閣の文化をいつ煩から自覚的に受け入れるようになるのか。 I1帯番・経籍
























































の「讃j の意味するのは、一殻に f読まれているj ということではなくて、けく学で、
読まれている」ということであるはずだから、 f大学で集解本に引かれ
令文の f論語鄭玄注』とみなノされて読まれていたJということを推離させるφ
(18) r論語集解j に引く鄭玄誌と「論語都玄投Jとの関部は、「論語集解:・序j などを
丹念に読むことでわかることかもしれない。しかし「論語鄭玄技Jを見ないでこの
こつの鄭玄控の関係を知ることは、決して容易なことで、はなかったであろう。
(9) r穴記j のこの控から、「護者令・学令j で記される f論語鄭玄.1可嬰控j の実惜
が明らかになった。しかし 「穴記Jは他の経について誌、 f論語Jのよう
(l4) 
い。それはたとえば f}習場Jでは、鄭玄と王弼の注が示されているが、実際に読ま
れたのは壬弼詑だけであったからであろう。なぜならり笥易Jの義1)玄とごEiJ前との関
係は、「論語」の護1玄設と何委設のような…音f)霊捜する関係ではないからである。
(20)藤原頼長の学問、とりわけ経学研究については、拙稿「ある中菌研究者の早すぎ
た死一藤原頼長の経書研究を中心としてJ (倉13:1実編「王朝人の婚姻と信仰J所収
森話社 2010年 )を参服。
(東京外国語大学名誉教授)
(15) 
